
長泉麗峰山の会・山行報告書                        文・写真   後藤 

山行番．  NO.2073 

日 時  2025 年 02 月 05 日（水）曇・最強寒波襲来 

山 域  諏訪・入笠山（1955ｍ・沢入登山口） 

コース  長泉 7:00-沢入登山口 9:20-入笠湿原-山彦荘 10:53-展望台 11:41-入笠山 12:21-山彦荘（昼

食）13:00～15-沢入登山口 14:00-諏訪湖・油屋旅館（泊） 

標高差  沢入登山口約 1450ｍ～入笠山 1955ｍ＝標高差約 505ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

えええ～、入笠山でラッセルかよ！！ 
参加者  後藤、峰田、伊藤、斎藤、ほか１名＝5 名 

 

お山は大寒波だった 

宿泊定例ハイクで入笠山。さんさんと降り注ぐ陽光の下、ルンルンのスノーハイキング

を目論んだ。が、神様は意地悪だった。何と、この冬最大級、未曽有の大寒波が迫ってい

た。連日、日本海側は大雪の知らせが続いた。 

今年の冬は厳しかった。12月末・蓼科山、1月中旬・天狗岳、1月末・硫黄岳に上ったが、

何処も雪は多かった。しかし、今回、それ程の高山でもないので、兎に角出掛けた。 

 

 

沢入登山口 

 

入笠山は、ゴンドラを使えば、容易に上れる山で人気がある。初心者の雪山入門の山。

しかし、安易な「観光登山」はしたくない。調べたが、北面に歩いて上るコースはあるが

林道が長い。2万5千図にはスキーゲレンデのすぐ北脇に登山道があるが記録はなかった。

大昔、通過した記憶があるような、ないような・・・。 

 結局、堅い線で南面の沢入登山口からに決めた。諏訪南で降りて、懐かしい R20を南下

し冨士見交差点から登山口を目指す。登山口までの林道はキレイに除雪され、道幅も広く

まったく問題なく登山口着。 



大きな駐車場に4～5台車があった。登山道は、パノラマスキー場の南下を大きくトラバ

ースして上って行く。雪が多くゴロタ石が埋まって歩き易い。尾根が切れて大きく回り込

むと入笠湿原に到着。広々とした雪原に出たが、夏のそれは想像できなかった。上り切れ

ば山彦荘。 

 登山道は、ここから牧場みたいな所を上る。グズグズの雪でラッセル。「えええ～、入笠

山でラッセルかよ！！」だった。 

 

 

雪が深い 

 

 しばらく頑張ると「展望台」着。大きく立派なテラスがあった。ただ、展望は下界の街

並みがぼやけているだけで、期待の八ヶ岳は全く見えなかった。 

 

山頂は強風でー10 度だった 

 展望台から急坂を山頂に向かう。参加の一人が疲れて「私は大丈夫。ここで待っている

から先に行って下さい」と何度も言った。過去、このような願いを聞いて大きな問題が発

生した。以後、どうしてもダメな場合は一緒に降りる。「ここで待っている」ほど当てにな

らないモノはない。 

 結局、冬の場合、寒さに耐えきれず動いて道迷いを起こす。山頂はすぐ近くなので、三

歩進んで二歩下がる状態で何とか山頂に達した。山頂は地吹雪でモーレツに寒く、マイナ

ス 10 度だった。他登山者が標識を持ったら風に煽られよろけた。 



 

入笠山山頂 

 

深雪                  マナスル山荘の荷上げ 

 

軽快に下山する 

写真を収め、そそくさと下山。途中の急斜面も太ももの深雪だった。林道の途中で動力

付きの軽車両でマナスル山荘に荷上げするオジサンがいた。山彦荘で遅い昼食。モーレツ

に寒く、完全に戻らないカップラーメンを何とか流し込んだ。 

 入笠湿原から更に下山。帰路は速かった。駐車場には車が 1 台しかなかった。車で諏訪

湖畔の「油屋旅館」に向かう。温かい温泉が何よりご馳走だ。展望風呂から諏訪湖を俯瞰。 

連日低温だが、この程度では「御神渡り」は出来ないそうです。        （了） 


